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山
口
晋
平

恕

な
ど
社
会
の
大
き
な
変
化
と
と
も
に
、
自
然
災
害
の
多

発
化
・
激
甚
化
や
長
引
く
円
安
・
物
価
高
の
影
響
な
ど

先
行
き
に
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
ご
存
じ
の
と
お
り
、
養
殖
マ
ガ
キ
の
大
量
死
が
発
生

し
ま
し
た
。
自
民
党
と
し
て
の
視
察
、
意
見
交
換
会
や
、

生
産
者
の
意
見
を
伺
い
ま
し
た
が
、
原
因
究
明
や
資
金

繰
り
支
援
、
観
光
産
業
と
し
て
の
支
援
等
、
国
や
市
と

連
携
し
取
り
組
み
ま
し
た
。
時
代
の
潮
流
を
捉
え
つ
つ
、

地
域
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
て
、
必
要
な
政
策
を

着

実
・
ス

ピ

ー

デ
ィ
に
実
行
し

て

い

き

ま

す
。

高
齢
世
代
か
ら

現

役

世

代
、
そ

し
て
将
来
を
担

う

世

代
、
全

て

の
世
代
に
対
す

る
責
任
、
防
災
・

減
災
対
策
の
強

化
、
次
世
代
産
業
・

地
場
産
業
の
育

成

な

ど
、
ひ

ょ

う
ご
五
国
の
多

様
性
を
活
か
し

な
が
ら
、
安
全
・

安
心
で
活
力
あ

ふ
れ
る
地
域
づ

く
り
を
加
速
し

て
い
く
こ
と
が

必
要
で
す
。

　
新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
令
和
８
年
の
新
春

を
健
や
か
に
迎
え
ら
れ
ま
す
こ
と
を
謹
ん
で
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
阪

神
・
淡
路
大

震
災
か
ら
30

年
の
節
目
を

迎
え
、
改
め

て
命
と
暮
ら

し
を
守
る
防

災
・
減
災
の

重
要
性
を
再

確
認
し
た
年

で
あ
り
ま
し
た
。
今
後
も
震
災
の
経
験
と
教
訓
を
忘
れ

る
こ
と
な
く
、
共
に
生
き
る
地
域
づ
く
り
を
次
の
世
代

へ
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
ま
た
、
大
阪
・
関
西
万
博
で
は
、
関
西
パ
ビ
リ
オ

ン
の
兵
庫
県
ゾ
ー
ン
や
、
県
内
各
地
で
の
「
ひ
ょ
う

ご
フ
ィ
ー
ル
ド
パ
ピ
リ
オ
ン
」
の
展
開
な
ど
を
通
じ

て
本
県
の
魅
力
を
国
内
外
に
広
め
、
地
域
の
活
力
を

高
め
る
契
機
と
な
り
ま
し
た
。
未
来
社
会
の
体
験
だ

け
で
は
な
く
、
現
代
社
会
が
直
面
す
る
分
断
や
対
立

と
い
っ
た
課
題
を
、
人
々
の
思
い
や
り
や
絆
の
力
に

よ
っ
て
乗
り
越
え
る
希
望
を
世
界
に
示
す
、
意
義
深

い
機
会
と
も
な
り
ま
し
た
。
万
博
の
成
果
が
レ
ガ
シ
ー

と
し
て
本
県
に
も
受
け
継
が
れ
、
地
域
の
活
性
化
や

次
代
を
担
う
人
達
の
挑
戦
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
兵
庫
県
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
人
口
減
少
・
少
子
高

齢
化
の
進
行
や
Ａ
Ｉ
等
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
急
速
な
進
展

　
今
年
の
干
支

は
「
丙
午(

ひ

の
え
う
ま

)

」

で

す
。「
情

熱

と
行
動
力
で
前

に
進
む
、
燃
え

盛
る
よ
う
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
で
道

を
切
り
開
く
」

と
い
っ
た
含
意

の
年
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
二
元

代
表
制
の
一
翼
を
担
う
県
議
会
と
し
て
、
直
面
す
る
課

題
に
真
正
面
か
ら
力
強
く
立
ち
向
か
い
、
論
語
で
説
く

「
恕(

じ
ょ)

」
の
精
神
、
つ
ま
り
常
に
相
手
の
立
場
に

立
っ
て
思
い
や
る
心
を
持
ち
つ
つ
、
闊
達
な
政
策
論

議
を
一
層
深
化

さ
せ
る
中
で
、

議
長
と
し
て
県

政
推
進
に
全
力

で
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　
本
年
が
皆
様

に
と
り
ま
し
て

幸
せ
で
実
り
多

く
、
素
晴
ら
し

い
年
と
な
り
ま

す
こ
と
を
心
よ

り
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。
良

い

年

に

し

ま

し
ょ
う
！

6月12日　第128代兵庫県議会議長に選出

8月7日　近畿2府8県議長会会議にて
　　　　兵庫県を代表して意見を提出

11月12日　13都道府県議会議長会議にて
　　　　　各都道府県から提出された議案等について審議が行われました。

7月22日 各会議や要望会



プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

◆昭和52年11月10日生　　 ◆たつの市龍野町島田生まれ
◆龍野市立小宅小学校　　 ◆龍野市立龍野東中学校
◆兵庫県立龍野高等学校（48回生）
◆鳥取大学教育学部 総合科学課程理数情報コース卒業
◆平成12年7月より、衆議院議員 山口つよし秘書を務める
　　趣味：読書、ゴルフ 　血液型：B型
　  好きな言葉：凡事徹底
◆平成26年4月 兵庫県議会たつの市及び揖保郡選挙区補欠
　選挙にて初当選、現在4期目
◆現在 第128代兵庫県議会議長

LINE
公式アカウント山口晋平公式ホームページ

山口晋平 ご意見は
こちらから

info@yamaguchi-hyogo.jp

一部抜粋
活 動 報 告

令和７年度

一部抜粋
活 動 報 告

令和７年度

6月12日  第128代兵庫県議会議長に選出されました

7月6日

社会を明るくする運動合同研修会

7月9日　ひょうごプレミアム

芸術オープニングイベントて

8月16日

揖保地区ふれあい納涼盆踊り大会

9月4日

国際フロンティア産業メッセ2025

10月12日

ひょうご里山フェスタ2025inたつの

11月3日

たつの市民まつり

7月22日 各会議や要望会

11月5日  要請活動

11月21日　のじぎくの塔慰霊祭・島守の塔慰霊祭にて

11月28日　兵庫県連合自治会大会 12月14日 小宅コミセンまつり
11月23日  100万人のクラシックコンサートin如来寺

11月9日

兵庫県・播磨広域合同防災訓練にて

11月15日　ひょうご皮革総合フェア2025＆たつの市皮革まつり

9月14日  月１回の掃除に学ぶ会（斑鳩寺）

地域の安全と安心にご尽力いただき
心から敬意を表します。 世代を超えての交流が行われてい

ました。私も餅つきをさせてもらい、
寒い日でしたが汗をかきました（笑）

明るく住み良い地域づくりにご貢献いただ
いた方々への自治賞等が授与されました。
日頃の活動に感謝申し上げます。

「クラシックをもっと身近に」と全国的に活動されています。
多くの方でオータムフェスタも賑わっていました。

地域の産業振興と伝統技術の継承にご尽力されている関係者の
皆様に敬意を表しますとともに毎年楽しみな行事です。

全国都道府県議会議長会「社会文教委員会委員長」として令和8年度政府予算編成に関する
提言について、こども家庭庁長官、文部科学審議官、厚生労働事務次官に要請活動。

戦後80年。平和への決意。
犠牲となられた方々へ、謹んで哀悼の意を捧げました。

今年はたつの市で開催。
多くの来場者で賑わっていました。

「斑鳩寺」と「たつの市役所周辺」を
隔月で取り組んでいます。

快晴の中盛大に開催されました。
いろんなお店やパレードなど、たくさんの
人にお会いできた楽しい1日でした。
午後からは「太子あすかふるさとまつり」へ

9月7日　 災害に強い森づくり推進大会2025

国内各地で山地災害や
風水害が多発・甚大化
しているためさらなる
推進に向け開催。

和太鼓やスーパーキッズ
オーケストラによる演奏が
行われ盛大に開幕。

西日本最大級の産業総合展示会「国際
フロンティアメッセ2025」の除幕式にて
（地元からも多くの企業が参加）

支え合い、励まし合う心を育む、
明るい社会づくりを誓う。

全国議長会へ出席。
座長としてデビューしました。

地域の皆さんが親睦と交流を
深められる毎年恒例の行事。

9月3日

大阪・関西万博
西オーストラリア州のナショナルデーに参加。
西豪州や関西ブースを視察し、式典と晩餐会に出席。
写真は、日本国際博覧会協会の石毛博行事務総長。


